
安
来
市
名
誉
市
民　

河
井
寛
次
郎
没
後
50
年
記
念
事
業　
　
　
　
　
　

10
月
29
日
～
12
月
４
日

「
今
こ
そ
永
遠
　
河
井
寛
次
郎

　
　
～
ふ
る
さ
と
安
来
へ
の
言こ

と

伝づ

て

～
」

　
寛
次
郎
は
、
陶
芸
家
を
志
し
て
東

京
に
進
学
、
京
都
で
就
職
、
そ
し
て

京
都
五
条
坂
に
居
を
構
え
ま
す
。
し

か
し
、
い
つ
も
安
来
を
身
近
に
感
じ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
12
年
に
自
ら
設

計
し
た
自
宅
は
、
安
来
か
ら
大
工
さ

ん
を
呼
び
寄
せ
て
建
築
。
木
材
も
山

佐
村
産
出
の
も
の
を
使
い
ま
し
た
。

ま
た
、
寛
次
郎
は
生
涯
を
通
じ
て

度
々
、
故
郷
を
感
じ
る
た
め
に
帰
省

し
ま
す
。
そ
の
時
の
こ
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
伝
わ
り
ま
す
。

　「
帰
省
の
度
に
友
人
や
親
せ
き
を

訪
れ
、
惜
し
げ
も
な
く
自
分
の
作
品

を
置
い
て
い
っ
た
。
陶
芸
家
を
志
し

た
と
き
、
故
郷
の
人
々
に
応
援
し
て

も
ら
い
、
温
か
く
送
り
出
し
て
も

ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
な
の
だ
」

　
今
回
の
記
念
事
業
で
は
、
メ
ー
ン

と
な
る
展
示
の
一
つ
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
お
借
り
し
た
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
思
い
出
が
あ
り
、
そ
の
話
を
通

じ
て
寛
次
郎
の
人
柄
や
故
郷
へ
の
思

い
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
展
示
が
で
き
る
の
は
生
誕
地

な
ら
で
は
の
こ
と
。
初
期
の
貴
重
な

作
品
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　
事
業
で
は
こ
の
他
、
寛
次
郎
が
歩

い
た
安
来
の
街
中
で
も
展
開
。「
ゆ

か
り
の
地
を
巡
る
ま
ち
あ
る
き
」「
高

校
生
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」「
手
仕
事
体

験
、寛
次
郎
に
挑
戦
！
」
な
ど
、様
々

な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
没
後
50
年
。
寛
次
郎
が
安
来
に
残

し
た
遺
産
は
、
将
来
に
わ
た
り
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

故郷から贈られた丸石に手を置
く寛次郎（京都の自宅の庭）

河井寛次郎略歴
　明治23年に安来町で生誕。陶
工を志して上京し、東京高等工業
学校を卒業後、京都市陶磁器試験
場で釉薬を研究、制作に励む。大
正９年には京都五条坂に住居と窯
を構える。辰砂など色を巧みに表
現し、釉薬の河井と称された。高
度な作陶の知識と技術、そして独
自の造形により生み出された作品
は、国内外で高い評価を得た。
　 昭和41年11月18日永眠。平成26
年に安来市名誉市民に選定。

今
で
も
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
、
ま
た
、
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
河
井
寛
次

郎
。
記
念
事
業
で
は
、
寛
次
郎
と
故
郷
の
関
わ
り
、
そ
し
て
寛
次
郎
が
故
郷
に

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
の
安
来
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
に
も
焦
点
を
あ
て
て
い
ま
す
。

▲辰砂鳩香炉（大正
11年頃）個人蔵。
今回の展示では故
郷ならではのエピ
ソードとともに紹
介されます。

　
没
後
50
年
と
な
り
名
誉
市
民

で
あ
る
寛
次
郎
さ
ん
に
直
接
、

接
し
た
人
が
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
顕
彰
事
業
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
世
代
交
代
の

時
期
で
あ
り
、
次
世
代
に
ど
う

伝
え
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
実
行
委
員

会
に
は
、
若
い
方
に
も
入
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寛
次
郎
を
知
れ
ば
安
来
の
文

化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
も
う
一
度
、
安
来
の

ま
ち
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
、
記
念
事
業
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

寛次郎さんから
安来の文化を
知ってほしい

河井寛次郎没後50周年
記念事業実行委員会
会長　野白千晴さん

広報やすぎ　2016年10月６



関連イベントの紹介　10月29日㈯～12月４日㈰　問い合わせ　文化課（電話 23-3240）

　クイズラリー　　　安来のまちを巡りながら、生家跡、原本邸など寬次郎ゆかりの地に
設置されたクイズに挑戦し、寬次郎の足跡や安来の歴史を学びます。期間中は自由に参加で
きます。参加者には特典も。［期日］10月29日㈯～12月４日㈰　［会場］安来町各所

河井寬次郎作品展
　ふるさと安来に伝わる、寬次郎の初期から晩年に
至る技と作品を展示。親交のあった家に伝わる作品
を、関わりのあった場所や人のエピソードにも触れ
ながら紹介。ふるさとならではの企画です。
生涯安来を愛し、安来の人々と交わり、今も
その影響が受け継がれていることを感
じていただけます。

［期間］10月29日㈯～
　　　  12月４日㈰　火曜休館
　　　  9:00 ～ 16:30　
　　　  ※10月29日は10時開館

［場所］安来市加納美術館
［料金］一般1,000円、学生500円、中学生以下無料
ギャラリートーク（作品解説会）
展示会場で、学芸員による作品解説です。

［期日］11月６日㈰、27日㈰
［場所］安来市加納美術館　

特別茶会
　鷺珠江氏（河井寬次郎記念館学芸員）のお点前で、
寬次郎作の茶碗を使ってお茶をいただきながら、作
品や人柄などについての話を聞きます。

［期日］① 10月29日㈯　10:30～12:00
　　　  ②　　〃　　　　14:00～15:30
　　　  ③ 10月30日㈰　10:00～11:30

［会場］安来市加納美術館（電話 36-0880）
［参加費］2,000円、定員10人、10月１日以降に要予約

寬次郎に挑戦！
　市在住の作家の指導による手仕事の体験と販売。
陶芸以外にも書や木工、金工など幅広く手掛けた寬
次郎にちなみ、陶芸、木工、染織、組子などの体験
を通して、手仕事の技や魅力に触れ、手仕事の町安
来に親しんでいただきます。参加は有料。※申し込み

［期日］11月13日㈰　［会場］安来町大市場周辺

安来高校生による書道パフォーマンス
　安来高校生が寬次郎の言葉から学んだ成果を生か
し、寬次郎の言葉を大書きします。

［期日］11月13日㈰ 14:00 ～
［場所］寬の蔵（旧天界酒造・安来町）
［その他］手仕事の店「手仕事に
　魅せられて」も開催します

安来の現代作家工芸展
　安来の現代作家による手仕事、
民藝、工芸展。寬次郎は金工の金
田勝造や安来織の遠藤小間野、木
工の野白国雄など安来の作家たち
と親しく交流、指導。その系譜を

継ぐ作家たちの作品を展示します。今も盛んな安来
の手仕事に親しんでいただけます。入場無料。

［期間］10月29日㈯～12月４日㈰
※ただし、11月１・８・15・20・22・29日は休館

［会場］観光交流プラザ 2 階ギャラリー

イメージ写真

命日記念行事「今こそ永遠　河井寬次郎　
　～ふるさと安来への言伝（ことづて）～」
　河井家の元菩提寺での法要（13時30分～）後、
講演会や朗読会、寺宝展を開催。参加は無料。

［期日］11月12日㈯ 13:30～16:00
［会場］松源寺（安来町）
①記念講演　14:00～15:00
講師　河井敏孝氏ほか
内容　寛次郎の人柄、作風、安来
      とのご縁などをお話しいただきます。
②朗読会　15:10～16:00
女性グループが生演奏の中、寛次郎がふるさとを舞
台に描いた著書『六十年前の今』などを朗読。
③寺宝展　松源寺に伝わる寬次郎や河井一門などの
作品を特別公開。

寺内の顕彰碑

現地探訪「寬次郎ゆかりの地を歩く」
　地元ガイドの案内による寬次郎ゆかりの地のまち
あるき。非公開場所も含めて寬次郎の足跡を訪ね歩
きます。要予約。定員20名程度。参加料は昼食込
みで1000円程度。※申し込み

［期日］①11月３日（木・祝）
　　　 ②11月20日㈰

［講師］松本秀作氏（観光ボラン
ティアガイドの会） 町に残るゆかりの地

※申し込みは後日、配布するチラシをご覧ください。

広報やすぎ　2016年10月 ７




